
 

（第２号様式）   
令和８年３月27日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立平塚工科高等学校長  

令和７年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月17日実施） 

総合評価（３月25日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

① 科学技術教育に関す
る感性を醸成させ、幅広
い教養・技能・技術を身
に付けさせる。 
② 生徒一人ひとりに見
合った指導を工夫し、全
ての生徒が等しく学習者
として参加できる体制を
整える。 

① 科学技術教育に関

する幅広い教養・

技能・技術を、実

習の授業を中心に

学校生活全般で身

に付けさせる。 

①実習や課題研究等で、他
分野の内容や取組みを知
ることにより、自身の分
野のすそ野を広げる。ま
た、様々な学校生活の場
面において科学技術と結
びつける。 

①他系の実習や課題研究等
の取組みや内容を見学や知
る機会があったか。授業評
価で「他者の考えを知るこ
とにより、新たな考え方を
知るなど、自らの考えを広
げ深めることができた」が
高評価であったか。 

①課題研究において、他
系の発表会に参加し、他
者の取組みや考えを知る
機会を設けることができ
た。また、授業評価の評
価項目において、肯定的
な評価が77.3％と高評価
であった。 

①他系の取組みや考え
を知る機会を設けたこ
とは前進だが、その取
組みや考えを自身の知
識や経験と結び付けて
考察する難しさがあ
る。現在、他系との乗
り入れ可能な選択科目
を検討している。 

①実習や課題研究等
で、他分野の内容や取
り組みを知ることは意
義があり、それを実践
したことは高く評価で
きる。 

①他系の課題研究発
表会に参加し、専門
分野以外の取組みや
考えに触れる機会を
設けることができた
が、自身の分野との
結びつきや考察する
難しさが課題として
認識できた。 

①他系の課題研究
発表を共有できる
場面を増やし、他
系同士の交流を促
す。また、他系と
の乗り入れ可能な
選択科目の新設を
検討していく。 

２ 
（幼児・児童・） 
生徒指導・支援 

① 基本的な生活習慣を
身に付けさせ、社会のル
ールを順守できる人材を
育成する。 
 
 
 
②支援が必要な生徒を適
切な機関につなげる支援
体制を構築する。 
 
 
 
 
 
③ 部活動や委員会活動
を活性化させ、責任感や
コミュニケーション能力
などの人間性を育む。 

①基本的生活習慣を確
立させ、社会のルール
を順守できる生徒を育
成する。 
 
 
 
②支援が必要な生徒が
いつでも相談できるよ
うに相談体制を構築す
る。 
 
 
 
 
③生徒が部活動や委員
会活動への参加を促
す。 

①定期的に校内外指導を行
い、基本的生活習慣が身に
つくように丁寧な指導を行
う。 
 
 
 
②担任や教科担当、ＳＣや
ＳＳＷと連携し、支援が必
要な生徒を拾い上げること
ができる。 
 
 
 
 
③生徒の部活動への加入促
進。部活動による儀式での
校歌歌唱。生徒の活動状況
の外部発信。 

①校外からの苦情を昨年度
より少なくすることがで
きたか。 
 
 
 
 
②面談等を通して、生徒の
困り感を解消することが
できたか。また、継続し
た支援が行えたか。 
 
 
 
 
③校内の儀式等で、生徒が
歌唱を担当したか。生徒
の部活動加入率が 55％を
超えたか。各委員会が複
数回活動したか。 

①定期的に校内外指導を

行うことで、校外におけ

る事故等を予防すること

ができ、また、校内にお

いても事前に問題行動を

防ぐことができた。 

②SCやSSWとの面談を通

して、生徒の困り感を把

握することができた。ま

た、放課後カフェを行う

ことで様々な生徒と関わ

りをもつことができた。 

③生徒の部活動への加入
状況は、２月１日現在
で、33.６％という値と
なった。割合としては大
きくないが、新しい同好
会の目覚ましい活躍や、
従来の部活動は、堅実に
活動を行っている。ま
た、各学期初め、終わり
の儀式での部活動による
校歌の斉唱は、ほぼ一巡
した。生徒の中に根付い
ていると思われる。 

①来年度も引き続き、

校内外指導を行うこと

で、事前に問題行動が

起こらないようにす

る。 

 

②放課後カフェを引き

続き行い、SCやSSWの

面談に引っかからない

生徒との関わりをも

つ。 

 
③部活動については、
昨今の高校生の興味の
分化がある。これから
の、入学者説明会、新
入生オリエンテーショ
ン時に積極的に勧誘活
動を行う環境を作りた
い。また、校歌の斉唱
については、現在はＣ
Ｄで音声の補助を行っ
ているが、今後は生徒
たちの声だけで斉唱が
できるようにしてい
く。委員会は、生徒の
学校生活への問題意識
を高める取り組みを行
っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

②放課後カフェは、面

白い取り組みである。

これにより、さまざま

な生徒との関りがもて

ることは意義が大き

い。 

 

③部活動の充実は、高

校生活の活性化につな

がり、とても大事であ

る。加入率の目標は達

成できていないようだ

が、引き続き、加入率

アップに力を注いでい

ただきたい。 
 

①校内外指導を継続
的に行うことで問題
行動や事故を事前に
防ぐことができた。 
 
 
 
②SC や SSW の面談、
放課後カフェを通し
て教育相談体制を充
実させることができ
た。 
 
 
 
③部活動に関する成
果と課題 
成果：新しい同好会
が誕生し、生徒が意
欲的に活動して成果
を残している。 
課題：部活動への加
入率が３割で推移し
ている点。生徒の興
味・関心が多様化す
ると共に、学校で活
動にないこと。 

①実施時期を検討
し、効果的な校内
外指導をh期続き行
っていく。 
 
 
 
②SCやSSWの面談だ
けでなく、放課後
カフェも活用しな
がら生徒の困り感
をキャッチしてい
く。 
 
 
③部活動に関する
改善方策。１.部活
動勧誘活動の工
夫。新入生オリエ
ンテーションで行
う部活動紹介や、
その後の見学の時
間帯の使い方に生
徒が部活動に向き
合う活動を繰り入
れる。２.部活動の
活動の情報を発信
する。本校ＨＰな
どを用いる。 

３ 進路指導・支援 

① 生徒が主体的に進路
決定に向き合えるように
入学時から段階的に進路
指導の充実を図る。 
 
② 上級学校への進学を
見据えたキャリア教育を
実践する。 

①学校生活の様々な機

会を利用した進路指導

教育を実践する。 

 

 

②就業体験の機会を設

ける。上級学校・企業

等との連携を図る。 

①日ごろ生徒に接する中で

進路意識向上をめざす。社

会人としてのマナーを身に

着けさせる。 

 

②２学年でインターンシッ

プを実施する。上級学校・

企業等からの出張授業や、

見学会を実施する。 

①就職内定率100％を達成

するか。進路未決定のまま

卒業する生徒をゼロにでき

たか。 

 

②持続可能なインターンシ

ップが実施できたか。上級

学校・企業等からの出張授

業や、見学会を実施した

か。 

①就職内定率 100％を達

成しました。今年度は進

路未決定の生徒はゼロで

した。 

 
②参加人数は少ないが、
しっかりした目的意識を
持った生徒が、インター
ンシップに参加した。今
後も、企業からは、継続
的な受け入れが見込まれ

①キャリアガイダンス

の時期を次年度は変更

をし、柔軟に進路選択

ができるようにする。 

 
②インターンシップに
ついては、「本校で学
んだことを活かせる企
業」を提示している。
今後も、希望生徒の動
向をみて、実施規模を

①就職内定率１００％

達成は、高く評価でき

る。先生方の努力の賜

物であり、生徒募集に

も良い影響を与えるも

のと思う。 
②インターンシップは
企業とコラボできて有
益だと思う。 

①就職内定率 100％達
成を高く評価され
て、満足です。学校
PR にも積極的に行え
るよう努めたい。 
 
②本校のインターン
シップについては、
ご理解していただい
た企業で実施してい
る。 

①就職のみなら
ず、上級学校への
選択もできる強み
を広報企画GにもPR
を推奨する 
 
②本校で学んでい
る専門知識を活か
せるような企業を
増やしていきた
い。 
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る。 
・企業・大学との連携事
業については、今年度の
出張授業等、実施するこ
とができた。 

決めていきたい。 
・企業・大学との連携
事業については、生徒
の動向を見て、実施形
態を確定していきた
い。 

４ 地域等との協働 

① 工業系専門高校とし
て、ものづくり体験教室
を始め、文化祭、学校へ
行こう週間等での地域へ
の公開で開かれた学校づ
くりを進める。 
 
② 保護者や地域社会と
の協働により開かれた学
校づくりをめざす。 

①近隣中学校の連携を

通し、本校の特色の周

知を図る。 

 

 

 

②PTAや地域・企業等

の連携を拡充し、教育

活動の推進に取り組む

と共に、ものづくりな

どを通じて地域に貢献

する。 

①中学校訪問等の広報活動

を通し、本校の特徴を知っ

てもらうようにする。 

 

 

 

②PTA や地域・企業等と連

携した取り組みの実施とそ

の情報発信を実施する。 

①広報活動の内容を分析

し、次年度の広報活動に

向けた準備ができたか。 

 

 

 

②連携した事業の実施状況

及びそれを踏まえた地域

連携等の意見を検証す

る。 

①今年度、ＨＰ掲載内容
で、シリーズものを実施
した。 
 
 
 
② しおかぜサポータ
ー’S（PTA）と連携し、
文化祭、陸上記録会、自
転車点検など保護者の参
加により生徒の活動への
協力機会を作り、各種行
事などを一緒に盛り上げ
た。また、保護者研修会
を通し、生徒が学ぶ授業
内容を体験する機会を設
けた。保護者に生徒目線
を体感してもらい、工業
系高校の特徴の理解を深
める機会を作ることがで
きた。 

① 学校説明会のアン
ケートにおいて、HP で
知った割合の多いの
で、より HPの充実に努
めたい。 
 
②保護者の参加人数が
少なく、学年によって
も行事参加への認識の
差がある。見える学
校、わかる学校づくり
をグループの枠を越
え、広報部門とともに
検討を進めたい。 

①体験イベントを知っ

た割合で、HPが多いこ

とが把握できたことは

意味がある。また、掲

載内容の充実に力を注

ぐことは重要である。

生徒・保護者ともスマ

ホで気軽に HP をみる

ことができ、内容の充

実は求められていると

思う。 
・工業系の卒業生が社
会で活躍していること
を広報し、小中学生が
平塚工科の教育内容を
見る機会を作るとよ
い。 

①HP に連載記事を載
せた。連載するため
の内容を考えるの
が、課題である。 
・今年度、技能五輪
で金メダルを取った
OB が、学校に受賞報
告に来校してくれ
た。卒業後の活躍を
報告にくる OB は、少
ない。 
 
②全学年の保護者が
情報を得て参加しや
すい環境であること
が不十分である。 

①来年度、HP に、
魅力のある連載記
事を載せていきた
い。 
・来年度、小中学
校で、児童・生徒
に対して、学校の
事や、OB の事な
ど、広報する機会
を設定したい。 
 
②保護者同士の交
流会や教員との懇
談会の開催にて学
校、保護者のかか
わりを増やした
い。 

５ 
学校管理 
学校運営 

① 職員の働き方改革を
推進し、事故・不祥事が
起こらない職場環境を創
造する。 
 
 
 
 
 
② 防災意識を高め、防
災力を上げる。地域の防
災拠点としての充実を図
る。 

①不祥事防止研修を職
員主体で実施するとと
もに職員の働きやすい
職場を目指す。 
 
 
 
 
 
②教育課程の中で、実
践的に取り組むことが
できる防災教育の充実
と意識の向上に努め
る。 

①月１回の職員会議を通し
て全職員で事故防止につい
て考える。 
・衛生委員会を通して職場
の状況を集約し、改善に努
める。 
 
 
 
②自治体等と協同し、訓
練、講演会、DIG 等の実施
と情報発信を積極的に進め
る。 

①毎月事故防止研修を実施
できたか。また、事故・不
祥事件数をもとに検証す
る。 
・職場環境の改善により、
風通しの良い状況が作れた
か。 
 
 
②防災に関する知識を習得
し、災害時への対策につい
て意識を高めることができ
たか。 

①毎月事故防止研修を実
施することで、職員の意
識向上につながり、事
故・不祥事について未然
に防ぐことができた。ま
た、職場環境改善により
職員間のコミュニケーシ
ョンが活発になった。 
 
②防災訓練を通して、避
難経路の確認、発災時の
行動を確認するととも
に、学校の特徴、地理的
環境を理解した防災意識
の向上を図ることができ
た。 

①不祥事防止に関して
は、県全体では逮捕者
が出る等収束していな
いこと、また、職場環
境に関しては、乱雑な
部屋があることから継
続的に研修や改善を行
う必要がある。 
 
②津波避難において地
域住民の対応、避難待
機場所のすみわけをす
る必要性、課題が見つ
かった。より、効率か
つ安全に避難できる経
路、場所、方法を再考
し、授業中の発災を想
定したより現実的な内
容で実施したい。 

①職場環境改善により

職員間のコミュニケー

ションが活発になった

ことは意義があり、ぜ

ひとも。継続的に進め

てほしい。 
 
 
②実践的な防災訓練の
取組は非常に良い取組
であり、積極的に進め
てほしい。 

①月に一度の事故防
止研修を実施し、事
故・不祥事を未然に
防ぐことができた。
また、職場環境改善
により職員間の会話
が活発になった。 
 
②地域の防災拠点と
して認識されるよう
に生徒目線、住民目
線での学校施設の有
効活用を検討しなけ
ればならない。 

①事故・不祥事防
止について、研修
会がマンネリ化し
ないように、職員
の意見を聞き改善
していく。また、
職場環境について
は意識を持たせる
ため日頃から打ち
合わせ等を利用
し、研修・指導を
行う必要がある。 
②生徒、近隣住民
が安全に避難でき
る経路、場所、方
法及び授業中の発
災を想定したより
現実的な内容で準
備を進める。 
 

 


